
　加美町は、平成15年４月１日に、中新田町、小
野田町、宮崎町が合併し『加美町』となりました。
宮城県の北西部に位置し、面積は約461㎢あり、
県内でも有数の面積を有しています。西部は奥羽山
脈を隔てて山形県尾花沢市に、南部は宮城県色麻町
に、北部から東部にかけて宮城県大崎市に接してい
ます。
　町のほぼ中央には、その山容の美しさから加美富
士とも呼ばれ親しまれている「薬來山」がそびえて
います。標高はわずか553ｍと低い山ですが、独
立峰であるため頂上からは大崎平野が一望できる絶
景が楽しめます。山麓には総面積15万㎡、400種

類以上の植物からなる庭園「やくらいガーデン」が
あり、四季を通して花々が豊かに咲き乱れ、さまざ
まなテーマガーデンが楽しめます。薬來エリアには
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このほかにも温泉、土産センター、コテージ、パー
クゴルフ場など子供から大人まで楽しめる多様なレ
ジャー施設があります。
　国内外有数の音響を誇る「中新田バッハホール」
は、1981年の開館以来“田んぼの中のコンサート
ホール”として、全国的に知られています。音楽
ホールとして世界の一流アーティストによるクラ
シックコンサートを開催されているだけでなく、地
方における町づくりのモデルとして、全国から視察
者が来館するなど、生涯学習、芸術文化振興の場と
して多彩に活用されています。

　中新田地区は春になると風が強く、昔からたびた
び大火に見舞われました。「雲は龍に従い風は虎に
従う」の中国の故事に習い火伏せのために「虎舞」
が始められたと伝えられています。祭礼は毎年４月
29日に行われ、午前７時から午後６時まで町内を
色鮮やかな山車と虎が練り歩き、各家の防災と家内
安全を祈願します。

お問合せ先：加美町産業振興課　Tel.0229-63-6000
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国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。
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　南陽市は、山形県南部の米沢盆地に位置していま
す。北部は山地で、南に広がる沃野は米・野菜・果
樹の栽培に適しています。
　江戸時代の頃、南陽市を治めていた米沢藩は、吉
野川下流の水資源確保のため、市の北部にある水林
地区330haの山林を水源涵養林と定め、山林の伐
採を禁じ、見張り役である山守・水守７世帯を置き
ました。現在、水林地区周辺の山林は、国有林とし
て管理されています。

　湧き出る温泉と豊かな自然に恵まれ、四季折々の
彩りが美しい悠久の歴史が息づくまち「南陽市」。
　春のオススメスポットは、「日本さくら名所100
選の地」として知られる烏帽子山公園。日本最大級
といわれるエドヒガンザクラの群生地です。エドヒ
ガンのほか、ソメイヨシノやシダレザクラなど約一
千本の桜がお迎えします。

置賜森林管理署

山形県南陽市
　夏は、ぶどう狩り。白竜湖を望む十分一山では、
日照時間や昼夜の寒暖差など環境の好条件が揃って
いるため、良質なぶどうが栽培されます。南陽市は
山形県でのぶどう発祥の地と言われ、デラウェアを
始め、様々な品種のぶどうが生産されています。
　自分で摘み取ったぶどうでワインづくり体験もで
きます。

　秋は、菊人形を飾る菊まつりとして全国一の歴史
と技と文化を誇る南陽の菊まつり。豪華なフラワー
アートや高貴な菊花展が楽しめます。

　冬は、開湯930有余年を経た赤湯温泉で身体も
心もポカポカに。温泉に浸かって日頃の疲れを癒
し、のんびりとお過ごしいただけます。令和４年６
月にオープンした公衆浴場「赤湯温泉　湯こっと」
では、バリアフリー浴室完備の温浴施設で、南陽市
のワインなどが一杯から楽しめます。
　四季折々で変わる南陽市の魅力をぜひご体感くだ
さい。

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。
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お問合せ先：南陽市商工観光課　Tel.0238-40-8295
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